
「ＡＩ」活用　企業選択に影響

経営者・
役員など 効率化重視、戦略的活用は低水準

若
手
社
員

６
割
が﹁
毎
週
活
用
﹂転
職
理
由
に
も
Ａ
Ｉ
意
識

生成AI利用者（利用機能）と非利用者（利用意向機能）との比較（MA）

文章要約
文章等の校正・添削・評価

書き起こし
翻訳

情報収集の自動化
メールや発表資料のドラフト作成

データ分析
プログラミング関連
チャットボット

法令の確認・組織内規定の情報検索
議論するための壁打ち相手
挿絵・イラスト等の生成

スライド生成
優秀なものの選定作業
合成データの生成
疑わしい取引の検知

動画生成
領収書・請求書の仕訳自動化

音楽生成
その他
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（差=（利用者）-（非利用者）はポイントである）
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生成AI 利用で得られる効果（MA）（MT=3.7）
作業時間の短縮
生産性向上

作成物の精度向上
意外な視点からの提案
労働力不足への対策
意思決定の補助

効果的な市場分析・データ分析
費用の削減

品質向上（不良品低減、品質安定化）
リスク管理・回避

未来予測
既存サービスの高度化、付加価値向上

セキュリティの強化
顧客満足度向上

人材育成
熟練技術者のスキルの継承
新製品・新サービスの創出

採用面でのPR効果
その他
特にない
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97（32.3％）

126（42.0％）
150（50.0％）

現在、業務においてAI（ChatGPT、Claude、Geminiなど）を
どの程度活用していますか？

ほとんど活用していない（環境はあるが使っていない）月に数回程度活用している
全く活用していない（会社で禁止されている、または環境がない）

毎日欠かさず活用している週に数回程度活用している

（N=633）
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10.6%10.6%

9.0%9.0%

60%以上60%以上

AIを使いこなせるかどうかで、
5年後の年収や市場価値に差が出ると思いますか？

全く感じないわからない

あまり感じない非常に強く感じるやや感じる

（N=633）

46.6%46.6%

23.2%23.2%

17.2%17.2%

9.0%9.0%

3.9%3.9%

約 70%約 70%

Alをどのような用途で使っていますか？（複数回答可）
※「現在、 業務においてAl （ChatGPT、Claude、Gemini など）をどの程度活用していますか？」という質問で
「毎日欠かさず活用している」 「週に数回程度活用している」 「月に数回程度活用している」と回答した人が対象

文章の作成・要約・校正

資料作成の構成案・下書き作成

アイデア出し・壁打ち（相談相手）

議事録の文字起こし・要約

データの集計・分析

プログラム・コード作成

画像・動画・音声などの生成

翻訳・英文作成

その他
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勤務先のAI活用状況が不十分な場合、
転職を検討する理由に入れますか？

全く関係ない

少しは影響する大きな理由の一つになる決定的な理由になる

（N=633）
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約半数約半数

よく利用する生成AI（MA)(MT=1.6）
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ChatGPT
Copilot
Gemini
Grok

Whisper
Claude

DeepSeek
Stable Diffusion

Midjourney
DALL·E： 
その他
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※
１
　
３
月



日
の

期
間

全
国
の
新
卒
入
社
１


３
年
目
︵



歳
の
男

女
︶
の
従
業
員
６
６
３
人
を

対
象
に
ウ

ブ
上
ア
ン
ケ


ト
方
式
で
実
施

　
※
２
　
昨
年
９
月




日
の
期
間

従
業
員

人
以

上
の
組
織
に
勤
め
る
ビ
ジ
ネ

ス
パ

ソ
ン
︵
経
営
者
・
役

員
・
正
規
社
員
︶
７
２
９
人

を
対
象
に
ウ

ブ
で
実
施

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
が
進
む

今

若
手
人
材
の
間
で
も
活
用

が
広
が
り

Ａ
Ｉ
活
用
の
有
無

が
転
職
意
向
に
含
ま
れ
る
傾
向

も
み
ら
れ
て
い
る


　
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
﹁
ｆ

ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
﹂
を
提
供
す
る
フ
リ


︵
東
京
都
品
川
区
︶
が
実
施

し
た
﹁
若
手
従
業
員
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
活
用
と
キ

リ
ア
観
に
関

す
る
調
査
﹂
※
１
の
結
果
よ
る

と

新
卒
入
社
１

３
年
目
の

若
手
従
業
員
の
６
割
以
上
が
週

に
複
数
回
以
上
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

た

︵
﹁
毎
日
欠
か
さ
ず
活
用
し
て

い
る
﹂
﹁
週
に
数
回
程
度
活
用

し
て
い
る
﹂
計
︶


　
活
用
用
途
で
は
﹁
文
章
の
作

成
・
要
約
・
校
正
﹂
﹁
資
料
作

成
の
構
成
案
・
下
書
き
作
成
﹂

﹁
ア
イ
デ
ア
出
し
・
壁
打
ち

︵
相
談
相
手
︶
﹂
が
上
位
３
項

目
を
占
め

業
務
効
率
化
や
思

考
支
援
ツ

ル
と
し
て
の
活
用

が
広
が

て
い
る


　
キ

リ
ア
の
観
点
か
ら
も
尋

ね
た

﹁
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ

る
か
ど
う
か
で

５
年
後
の
年

収
や
市
場
価
値
に
差
が
出
る
と

思
う
か
﹂と
い
う
問
い
に
対
し


﹁
非
常
に
強
く
感
じ
る
﹂
﹁
や

や
感
じ
る
﹂
と
回
答
し
た
人
の

合
計
は

・
８
％
と
約
７
割
に

達
し
た

さ
ら
に

﹁
Ａ
Ｉ
を

積
極
的
に
活
用
・
推
奨
し
て
い

る
企
業
へ
の
転
職
﹂
に
つ
い
て

は

魅
力
を
感
じ
る
と
回
答
し

た
人
は

・
５
％
︵
﹁
非
常
に

魅
力
を
感
じ
る
﹂
﹁
や
や
魅
力

を
感
じ
る
﹂
計
︶
に
上
り


﹁
勤
務
先
の
Ａ
Ｉ
活
用
が
不
十

分
な
場
合

転
職
を
検
討
す
る

理
由
に
入
れ
る
﹂
と
回
答
し
た

人
も

・
０
％
︵
﹁
決
定
的
な

理
由
に
な
る
﹂
﹁
大
き
な
理
由

の
一
つ
に
な
る
﹂
計
︶
と
約
半

数
に
上
る
な
ど

Ａ
Ｉ
活
用
の

有
無
が
企
業
選
択
に
影
響
す
る

傾
向
が
示
さ
れ
た


　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

　
若
手
社
員
の
み
な
ら
ず

企

業
と
し
て
の
Ａ
Ｉ
活
用
は
広
が

り
つ
つ
あ
る
も
の
の

付
加
価

値
創
出
へ
の
活
用
状
況
は
ど
う

か

日
本
経
営
協
会
︵
東
京
都

渋
谷
区
︶
が
経
営
者

役
員
な

ど
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ソ
ン
７
２
９

人
を
対
象
に
実
施
し
た
﹁
生
成

Ａ
Ｉ
の
業
務
活
用
実
態
調
査
﹂

※
２
の
結
果
に
よ
る
と

生
成

Ａ
Ｉ
の
利
用
頻
度
は
﹁
毎
日
利

用
﹂
が

・
７
％

﹁
週
に
数

回
﹂
が

・
７
％
で

合
わ
せ

て

・
４
％
が
週
に
複
数
回
以

上
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い

た

利
用
サ

ビ
ス
は
﹁
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
﹂
が

・
０
％
で

最
多
と
な
り

﹁
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌ

ｏ
ｔ
﹂
︵

・
３
％
︶

﹁
Ｇ

ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
﹂
︵

・
７
％
︶

が
続
い
た


　
非
利
用
者
の
利
用
意
向
と
実

際
の
利
用
を
比
較
す
る
と

生

成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
な
い
回

答
者
が
﹁
利
用
し
て
み
た
い
業

務
﹂
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
た

の
は
デ

タ
分
析︵

・
８
％
︶

で
あ

た

一
方

実
際
の
利

用
で
は
﹁
文
章
要
約
︵

・
７

％
︶
﹂
﹁
文
章
等
の
構
成
添
削

・
評
価
︵

・
７
％
︶
﹂
な
ど

日
常
業
務
支
援
が
多
く

期
待

さ
れ
る
用
途
と
現
場
で
の
活
用

に
は
違
い
が
見
ら
れ
た


　
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
で
得
ら
れ
る

効
果
に
つ
い
て
は

﹁
作
業
時

間
の
短
縮
﹂
︵

・
０
％
︶
が

最
多
で

﹁
生
産
性
向
上
﹂

︵

・
０
％
︶

﹁
作
成
物
の

精
度
向
上
﹂
︵

・
３
％
︶
が

続
い
た

一
方

﹁
新
製
品
・

新
サ

ビ
ス
の
創
出
﹂
︵
８
・

０
％
︶

﹁
採
用
面
で
の
Ｐ
Ｒ

効
果
﹂
︵
６
・
７
％
︶
な
ど
は

低
水
準
に
と
ど
ま

た


　
若
手
人
材
の
価
値
観
が
変
化

す
る
中

Ａ
Ｉ
活
用
は
単
な
る

業
務
効
率
化
の
手
段
に
と
ど
ま

ら
ず

企
業
の
競
争
力
や
人
材

確
保
を
左
右
す
る
要
素
と
な
り

つ
つ
あ
る

企
業
側
に
は

活

用
の
深
化
と
戦
略
的
な
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
る



